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はじめに  

MAXQDA クイックスタートガイドへようこそ！ ຌガイドは、初めて MAXQDA を使って෾

析を行う๏を対象としています。簡潔な説໎をコンセプトとしていますので、社会調査や෾析

の多༹な๏๑については、຦尾の

「参考ช献」をごལください。 

質的研究にはໃ数の๏๑があり

ますが、その多くはMAXQDA で効

ི化することができます。なぜな

ら、各種๏๑には右図のような共

通の構造があるからです。 

 質的෾析では෵数・多数のカテ

ゴリが༽られます。カテゴリはデ

ータから帰納的に生成されたり、

既存ཀྵ࿨・研究から演៹的に設定

されたりします。カテゴリは、し

ばしばコードやキーワードとも呼

ばれます。 

カテゴリは、データを整ཀྵ・෾ྪ・体系化します。෾析的機能を持ち、主題の同定にཻまらな

い、෵雑な過程を構成します。なお、ຌガイドと MAXQDA では、原則としてカテゴリを コー

ド と呼びます。 
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 コードを༽いたデータ෾析には時間が掛かりますが、ご心配には及びません。質的データ෾
析ソフト（QDA）が、෾析の強ྙなึ助ツールとなります。MAXQDA はコードを༽いた෾析に
最適なツールですが、データの整ཀྵや語ኰ（単語やその組合せ）の探索のみに使༽しても差し
支えありません。
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MAXQDA ユーザインターフェース 

プログラムのًಊ 

MAXQDA を起動しましょう。この画໚でユーザ໌を入ྙできます。新規プロジェクトを作成

するには、＜新規のプロジェクト＞から任意のファイル໌を入ྙし、ฯ存先を選択します。最

適なฯ存場所は、PC のローカル・フォルダです。ネットワーク上のドライブや USB メモリへ

のฯ存は推奨されません。iCloud や Dropbox、Google Drive などの自動同期サービスへのฯ存

も非推奨です。ファイルがオンライン上にฯ存されたまま、พの PC で作業が行われるとアクセ

スが競合するためです。 

  

ྡ๓や␎⛠をධຊ 

᭱㏆౑⏝したファイルを

㛤くには、ファイルྡを

ダブルクリック 
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 MAXQDA 2022 のプロジェクトファイルには、拡張子“mx22”が෉きます。Windows のエク
スプローラー や Mac の Finder ではファイルは“MAXQDA 2022 Project”として示されます。 

 Excel ではワークシート形式（.xlsx）で、Word ではテキスト形式(.docx)で作業を行うように、

MAXQDA の場合は“プロジェクト”で作業を行います。プロジェクトには、MAXQDA にインポ

ートして作成したコードやメモなど、ほぼ全ての作業状態がฯ存されます。 

 スタート画໚右側には、MAXQDA オンラインマニュアル、MAXQDA ビデオチュートリアル、

MAXQDA チームへのフィードバックなどのリンクがあります。 
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ユーザインターフェース 

新規プロジェクトを開きましょう。MAXQDA の特長である 4 つのウィンドウがනれます（最

初は、ほぼ空白です）。 

 

 

ウィンドウ 1 は＜ช書システム＞、2 は＜コードシステム＞、3 は＜ช書ブラウザ＞、4 は＜

検索済セグメント＞です。ウィンドウの配置ร更も可能です（左右入替え、2 ྽→3 ྽など）。 
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上෨のバー（ソフトウェアによっては「リボン」と呼ばれます）から、多くの機能にアクセス

できます。＜ホーム＞タブの各ウィンドウのボタンからはන示／非න示を切り替えられます。

各ウィンドウを切り཯したり（アンドック）、第二ディスプレイに移動したりできます。໪的

や環境に合わせて、画໚配置を決めましょう。 

ファイルは、全て＜ช書システム＞ウィンドウにインポートされます。＜コードシステム＞で

は、コードを管ཀྵできます。＜ช書ブラウザ＞では、データをන示・ฦ集できます。＜検索済

セグメント＞では、コーディングされた箇所の検索とන示ができます。 

  

ウィンドウの⾲♧㸭㠀⾲♧をษ᭰

えるには、この 4つのアイコンを
それぞれクリック 

ここでウィンドウの㓄⨨をኚ᭦ 



12  デ䞊タの保存と保存場所に関する注意 
 

 

データのฯଚとฯଚ৖ॶにؖする஭意 

 MAXQDA は、インポート・コメント・定義するものなどのすべてを、“プロジェクトファイ

ル”と呼ばれる単一ファイルで管ཀྵします。1プロジェクト = 1ファイルが原則です。MAXQDA 

2022 では、ファイル໌に拡張子“mx22 が෉きます（旧バージョンでは“mx20”や“mx18”となり

ます）。ファイルの安全を期すために、以下の注意書きをචずお読みください。 

MAXQDA はインポートデータやユーザ作成データを基ຌ的に全て自動ฯ存します。そ

のため、ฯ存ボタンがありません。しかしながら、念の為に＜ホーム＞→＜プロジェクト

をฯ存する＞と操作し、外෨記憶装置にຘ日一定ළ度でファイルをバックアップすること

を推奨します。 

 “プロジェクトファイル”には、リサーチプロジェクト、学士࿨ช、修士࿨ช作成にචགྷなデ

ータを全てฯ存することができます。ただし、多ྖの動画や音声データをインポートするとフ

ァイルが重くなる点にご注意ください。MAXQDA のඬ準設定では、一定（5MB）以上の画像と

PDF ช書がດめ込められないようになっています。設定ร更は可能ですが、サイズが大きすぎ

ると、研究チーム内でデータ交換しあうのが困難になる場合があります。 
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॑གྷなキーワード 

 ຌページでは、MAXQDA の基ຌキーワードについて説໎します。 

プロジェクト MAXQDA のシステムファイル（＝「作業単位」）そのものです。テキスト・

PDF・画像などインポートされたデータ、および、作成されたコード・メモ・コメント・

コーディングを含みます。 

ชॽ 具体的な෾析対象たる個々の事ྭです。インタビュー・フォーカスグループ・ビデオ・

音声・࿨ช等、多༹なデータをช書とみなすことができます。 

コード 最も重གྷな෾析ツールです。インタビューの一෨・写真切り抜き・ビデオクリップ等、

注໪するべきと考えられる෨෾に割り当てられます。 

コードシステム、コードツリー 階層的に組織されるコードとサブコードの全体を指します。 

コーディング データ（ช書）中の選択されたセグメントに、コードを割り当てることをいい

ます。 

コード෉セグメント コードが割り当てられた箇所を指します。 

メモ 覚え書きです。アイデア、仮定、෾析過程で生じた疑໲、データから見えてきた仮説等、

༹々な場໚でメモを書きཻめましょう。 

コメント メモをより簡ྲྀ化したものです。特定のコード෉セグメントに対して、「໅盾」や

｢ここは重གྷ！｣など、思ったことを短ชで書き込めます。 
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Ҳལන ༹々な機能に備わっているオプションです。コード෉セグメント・メモ・ร数・リン

ク等を一ལන示できます。一ལනの基ຌ原ཀྵはどれも同じです。一ལනから個々のགྷ素へ

素早くアクセスできるため、大ྖのデータの中で໪的のデータを見失うのを๹げます。 
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データをインポートしてݗ౾する 

データをインポートする 

 データのインポートには、いくつかの๏๑があります。まず、＜ช書システム＞の構成をみ

てみましょう。 

 

 

 

  

ช書のช字もしくはその左のアイコンを右クリックし、メニューを開きます。下図は、その

メニューの一෨です。 

 

 

文書を分類する䝣ォ䝹䝎を作成し

ます 

まずはここから文書をイ䞁䝫䞊䝖

しましょう䠄他の方法でもイ䞁䝫䞊

䝖できます䠅 

 

文書が収納されます 

一時的な文書䝉䝑䝖を保存

します   
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＜インポート＞タブからデータ形式に応じたアイコンをクリックする操作でも、データをイ

ンポートすることができます（ྭえばトランスクリプトなど）。Windows エクスプローラーや

macOS Finder から＜ช書システム＞にファイルをドラッグ＆ドロップしてもインポートできま

す。＜インポート＞タブには、෵数のオプションがあります。スプレッドシートやフォーカス

グループのトランスクリプトなど、特定の種ྪのデータをインポートできます。テキストを直

接入ྙすることも可能です。 

 PC でフォルダを作成しファイルを管ཀྵするように、MAXQDA でも＜ช書グループ＞を作成

してช書を管ཀྵする事ができます。ช書グループにデータをインポートするには、ช書グルー

プを右クリックし＜ช書をインポートする＞を選択してください。ドラッグ＆ドロップでช書

をพのช書グループに移動することもできます。る 

データをݗ౾する 

 質的データ෾析では、データをよくཀྵ解することが重གྷです。＜ช書システム＞にインポー

トしたช書をダブルクリックし、ช書を開きましょう。下図のྭは、インタビュー書き起こし

の一෨です。 
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MAXQDA は、段ཚ番号を自動的に෉番します。チームでの意見交換（｢段ཚ 13 のメモ参照の

こと！｣など）や、段ཚ全体のコーディングにสཤです。データの出典を引༽する際にも使えま

す。より細かい＜行番号෉きのテキストにร換する＞機能もあります（テキストの上で右クリ

ックしてメニューを開くと選択・設定できます）。 

 図の左ཟには、3 色の縦線と黄色い෉ᝨがන示されています。縦線はコードストライプと呼ば

れ、コード｢ポジティブ｣や「家庭生活」や「෗฾」で当該箇所がコーディングされていること

を示します。左ཟの෱は狭いため、コード໌が長いと一෨のみしかන示されません。その場合、

グレーのエリアをドラッグして෱を広げることができます。෉ᝨのアイコンは、メモが෉ᝨの

ように貼られていることを示します。  

メモとは？ メモとは自෾なりの覚え書きです。෉ᝨのように、テキスト、ช書グループ、画

像、オーディオやビデオクリップ、コード等に貼り෉けできます。 

 

 ＜ช書ブラウザ＞でช書を初めて開くと、テキストの左のཟは空白になっています。まだコ

ーディングやメモがないためです。まず、メモを作成しましょう。メモཟをダブルクリックす
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ると、ダイアログボックスが開きます。メモについては後ほど説໎しますので、一旦ボックス

をถじてください。 

 

 

 

 ＜ช書ブラウザ＞上෨のツールバーにはළ繁にཤ༽される機能のアイコンがあります。  

 

 

 

 PDF ファイルをインポートし＜ช書ブラウザ＞で開くと、ウィンドウのツールバーがรわり

ます。DOC ファイルや RTF（リッチテキスト）ファイルとは異なり、ページ単位で PDF ファ

イルを前後にめくる操作などができます。 

 

 

 

最初

の頁 

前の頁 

次の頁 

最後の頁 

䝤䝑ク䝬䞊ク 

ウィ䞁䝗ウの横幅に合わせる 

ウィ䞁䝗ウに合わせる 

縮小 

拡大 

元のサイズ 編集䝰䞊䝗 文書の印刷 

文書をエクス

䝫䞊䝖 

ウィ䞁䝗ウ内

の検索 

サイドバー 

 

設定 
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෾析過程で（段ཚ番号が෉番された）テキストを印刷したり PDF 形式でฯ存したりする場合

は、ツールバーの＜ช書を印刷する＞またはショートカットの Ctrl+P (Windows の場合)や 

cmd+P (MacOS の場合)を操作します。メニューからレイアウトの設定もできます。 

 

 

余白の設定 

䝦䝑䝎、または䝣䝑䝍を入れる 

コ䞊䝕ィ䞁グまたは䝯䝰の表示 

印刷でコ䞊䝕ィ䞁グス䝖䝷イ䝥のため

にあてられる最大幅 
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データをࡩݗする 

 特に෾析初期では、ช書内の語ኰ検索が༙効な場໚があるでしょう。MAXQDA では 4 つのす

べてのウィンドウで検索が可能です。語ኰ検索を行うには、各ウィンドウのツールバーの虫眼

鏡アイコンをクリックして検索語を入ྙします。検索語の出現ළ度がන示され、໾印ボタンで

次の該当箇所へジャンプできます。 

より広範囲で検索を行う場合は、＜෾析＞タブの＜語ኰ検索＞を使༽します。開いているช

書だけではなく、෵数のช書内を同時に検索できます。 

 

 
ྭえば、この図のように検索語として｢家族｣を入ྙすると、すべてのช書内で「家族」が検索されます。 

 



デ䞊タをイ䞁ポ䞊トして検討する  21 
 

 

 ウィンドウを開くと検索語を入ྙできます。一語でも෵数でも検索が可能です。Enter キーを

押すと一語໪の入ྙが終྅し、次の検索ช字྽を追加できます。デフォルト設定は OR 検索にな

っており、いずれかの語がヒットすれば検索結果にන示されます。検索結果のアイテムをクリ

ックすると、該当箇所が＜ช書ブラウザ＞にන示されます。 

৯࠾コーディングとメモ 

   テキストをハイライトしたり、アイデアを記したい場合にสཤな機能をご紹介します。マーカ
ーで線を引いたり、༪白の狭い場所に෉ᝨを貼ってメモを書き込むのと同༹のことが MAXQDA
でも可能です。＜ช書ブラウザ＞上෨には、色彩コーディング機能として 5 色(赤、青、ྚ、
黄、赤紫)のマーカーが備わっており、テキストをハイライトできます。 

 

 
 

 当該箇所をマウスで選択し、好きな色のアイコンをクリックすると色彩コーディングされま

す。ペンでຌにマーキングするのと違い、MAXQDA では色彩コーディングされた箇所を簡単に

見つけられます。コーディング箇所の検索๏๑は、後述の「データを෾析する」で紹介します。

色彩コーディングは、ຌ格的なコーディング作業を行う前の準備としても活༽できます。 

 ＜メモ＞機能もสཤです。＜ช書内のメモ＞から、ช書のどこにでもメモを添෉できます。

ช書中の任意の箇所を選択して右クリックし、メニューから新規メモを作成できます。アイデ

アを自༟に書きཻめましょう。 

色彩コ䞊䝕ィ䞁グ 
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メモにはタイトルを෉けることができます。アイコンを設定し、コードにリンクすることもできます。 

 

 メモは、後から簡単に探して開くことができます。＜メモ＞タブに検索機能があります。検

索結果は一ལනとして確認することができ、メモの管ཀྵ・ฦ集・フィルタリングも可能です

（ྭえば、指定した期間内に作成したメモのみをන示するなど）。 
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データをコーディングする 

データのセグメントをコーディングする 

 データのコーディングは、多くの場合、෾析のགྷとなります。コーディングとは、テキスト

や画像等のデータの一෨をマウスで選択し（Word 等のソフトウェアで行うのとほぼ同じ動作で

す）、その箇所にコードを割り当てる作業です。タグ෉けしたり、見出しを෉けたりするよう

な原ཀྵです。しかし、社会調査におけるコーディングには、それ以上の意ັがあります。 

 では、コードとは何でしょう。コードというと、スパイの暗号機・解読機、あるいはモール

スෘ号のように、໎確に定義されたコードが࿊想されるかもしれません。しかし、ここで言う

コードとは、これらとは少し異なっています。質的研究におけるコードは、テキストや画像中

の現象を໌෉けるラベル以上のༀ割を持ちます。技術的には、MAXQDA におけるコードとは、

最長 63 ช字からなるช字྽です。単語もช章も入ྙできますし、暗号めいた“CR128”や“LH454”

といったช字྽も使えます。社会調査の研究プロセスでは、コードは༹々な意ັや機能を持ち

ます。ྭえばࣰࣆにؖするコード、テーマによるコード、ཀྵ࿨దなコードなどの区พがありま

す（Rädiker & Kuckartz 2019; Richards 2014）。特定のコードがその研究プロジェクトで຦梢

的なものなのか、あるいは重གྷなༀ割を果たすカテゴリーなのかを、コードの字໚のみから判

断することはできません。ชຼやフレーミングの仕๏によって、その意ັがรわるからです。 

コードの作成は簡単です。＜コードシステム＞ウィンドウで最初の行にマウスを重ねると、ྚ

色のプラス記号のアイコンがන示されます。このアイコンをクリックすると、新規コードを作

成できます。 
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下記は、新規のコードを定義するダイアログボックスです。 

 

次の手順でコードをช書のセグメントに割り当てます。まず、任意の箇所を選択します(段ཚ

番号をクリックすると段ཚ全体が選択されます)。そして、そのテキストセグメントを、任意の

新規コ䞊ドを追加するには、緑色のプ䝷ス記号を

ク䝸ックします。虫眼鏡をク䝸ックすると、特定の

コ䞊ドを検索できます。 

コ䞊䝗に色を割り当てます 

 コ䞊䝗に名前を付けます 

コ䞊䝗の定義やコ䞊䝗に関する考察などを書き

留めます 
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コードにドラッグ＆ドロップします。反対に、選択したセグメントにコードをドラッグ＆ドロ

ップしても໲題ありません。コーディングが完྅したら、＜コードシステム＞のコード右の“0”

のන示が “1”にรわります。これは、コーディングされた箇所の数をනします。＜ช書システム

＞のช書の右には、それぞれのช書におけるコーディングの数がන示されます。 

MAXQDA では、他の๏๑でもコーディングを行えます。ช書内の選択した箇所を右クリック

し、メニューからコーディングができます。また、＜ช書ブラウザ＞上෨にあるツールバーの

＜コード＞アイコンからもコーディングできます。ツールバーは下図のような構成になってい

ます。 

 

 

 

 

 

左端のウィンドウには、最近使われたコードがන示されます。その右の赤いアイコンをク

リックすると、選択されたテキストセグメントにන示されているコードが割り当てられます。

選択した䝉グ䝯䞁䝖を 
コ䞊䝕ィ䞁グ 

 

新規のコ䞊䝗でコ䞊䝕ィ䞁グ 

イ䞁䝡䝪䞉 
コ䞊䝕ィ䞁グ 

色彩コ䞊䝕ィ䞁グ 最近使われたコ䞊䝗 

顔文字コ䞊䝗で 
コ䞊䝕ィ䞁グ 

コ䞊䝕ィ䞁グの

取り消し 

オ䞊プ䞁コ䞊ディ䞁グ䞉モ䞊ド 
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その他のアイコンもご活༽ください。ྭえば＜コーディングの取り消し＞アイコンで、最近

実行されたコーディング一ལをන示して任意のコーディングを取り消せます。 

 ＜ช書ブラウザ＞のコンテキストメニューにも、コーディングのオプションがあります。テ

キストのセグメントを選択し、右クリックするとオプションがන示されます。 

 

 

 

このセクシ䝵䞁に割り当てられたコ䞊ドを一覧表示 

全てのアクティブ化されたコ䞊ドを割り当て 

最近使用したコ䞊ドでコ䞊ディ䞁グ 

 

コ䞊ドを作成し割り当てる 
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データを෾ੵする  

ชॽをアクティブԿする 

語ኰ検索の＜アクティブ化されたช書のみ＞という項໪を見て、どのような機能なのか疑໲に

思われた๏もいらっしゃるかと思います。＜アクティブ化＞は、MAXQDA の中心的機能の一つ

です。特定のช書やコードのみを、作業の対象に指定することができます。アクティブ化はと

てもシンプルな機能で、次のように操作します。各ช書やช書グループを右クリックするとන

示されるメニューの＜アクティブ化する＞を選択します。または、ช書やフォルダ໌の左にあ

る、丸いグレーのアイコンをクリックします。 

    

 アクティブ化されると、ช書・ช書グループ໌が赤くなり、横のアイコンが赤い໾印になり

ます。MAXQDA インターフェースの最下෨にあるバーの左端には、アクティブ化されたช書数

がන示されます。語ኰ検索の検索対象を特定のช書に限定する場合は、当該のช書をアクティ

ブ化し、語ኰ検索のオプションで＜アクティブ化されたช書のみ＞を選択します。  
 

 

 

 アク䝔ィ䝤化された文書䠖 

7つ 

アク䝔ィ䝤化されたコ䞊䝗䠖 11個 

検索されたコ䞊䝕ィ䞁グ付䝉グ䝯䞁䝖䠖56ಶ 
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    アクティブ化の解除も簡単です。＜ช書システム＞ツールバーの左端にある＜アクティブ
化を元に໯す＞アイコンをクリックします。または、ช書やช書グループの左横の赤い໾印ア
イコンをクリックします。
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ಝఈのコードでコーディングされた՗ॶ（コード෉セグメント）をݼびड़す 

 機械的なコーディングが෾析の全てではありません。コーディングとด行して、その経過を

検討するචགྷもあるでしょう。このような場合に、コーディング箇所（コード෉セグメント）

をまとめてන示することができます。ྭえば、インタビューであるテーマについてどのような

発言があり、誰がその発言をしているのかを確認したいと想定します。＜検索（retrieval）＞も

しくは＜コーディング・クエリ＞が非常にสཤです。＜語ኰ検索＞と同じく、アクティブ化を

使います。  

まず、＜コーディング・クエリ＞に含めたいช書とコードをアクティブ化します。コードも

ช書と同༹の操作でアクティブ化できます（コードを右クリックし＜アクティブ化＞を選択、

またはコード໌の左横のアイコンをクリック）。検索結果は、第 4 のウィンドウ＜検索済セグ

メント＞に出典と共にන示されます。下図のྭでは、ช書グループ“インタビュー - ニューヨー

ク”の“ジョージ”が元のデータです。 



30                                           特定のコ䞊ドでコ䞊ディ䞁グされた箇所䠄コ䞊ド付セグメ䞁ト䠅を呼び出す 
 

 

 

 出典には、当該セグメントの元になるช書を示すだけではなく、元のテキストにジャンプす

る機能があります。出典をクリックすると＜ช書ブラウザ＞に当該テキストが読み込まれ、元

のชຼを参照することができます。
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ਦմツールを׈༽する 

 MAXQDA は、෾析過程や結果を༹々な๏๑で視覚化できます。ྭえば、コードやช書に色を

当てデータを視覚的に整ཀྵしたり、色に即した特พな意ັをもたせたりすることができます。

また、MAXQDA は絵ช字コードを初めて導入した質的データ෾析ソフトです。言語障ปのある

国際プロジェクトなどでは、絵ช字によるコーディングが༙効です。 

 データ間の関࿊を໎確化するツールもあります。主にཤ༽される図解ツールは、＜コードマ

トリックス・ブラウザ＞です。＜図解ツール＞タブから開くことができます。 

 

 下図に、＜コードマトリックス・ブラウザ＞をྭ示します。  

 

各྽は、各ช書を示します。このྭは、ある研究プロジェクトの生活ຮ足度に関するインタビ

ューデータです。「人」にまつわるコードとサブコードがアクティブ化されて、න示されてい
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ます。このྭでは、コード「祖෗฾」についてはインタビュー対象者のうち 2 ໌が、「෗฾」

については 5 ໌が、「兄弟姉ຕ」「パートナー」については 1 ໌が言及していることが෾かり

ます。 
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 ๑による෾ੵڂݜ߻ࠠ

ชॽร਼をఈٝする 

MAXQDA の特長のひとつに、混合研究๑のための機能があります。＜ช書システム＞のช書ご

とに、༹々な属性（統計でいうร数）を管ཀྵできます。ྭえば、個人データや背景情ๅをร数

／ร数値として記࿧し、混合研究๑に活かすことができます。ร数を管ཀྵするには、＜ร数＞

タブから＜ช書ร数の一ལන＞を開きます（下図を参照）。 

 

 

  

新規の変数を作成 䝕䞊䝍編集 
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上図のように、いくつかのร数が既に定義されています。これらはシステムร数と呼ばれ、

MAXQDA によって値が自動的に定義されるため、ร更はできません。＜新規のร数＞アイコン

をクリックすると、新しいร数を定義できます。一般的なร数には｢テキスト｣タイプ (ร数を

「職業」とし、ร数値を「教師」や「学生」とするなど)や、「整数」タイプ(ร数を「子供の数」

とし、ร数値を人数にするなど)があります。新規ร数の定義は、いつでも可能です。 

 

ร਼஍を೘ྙする 

＜ช書ร数＞の値を入ྙするには、＜ช書ร数の一ལන＞のツールバーの＜データฦ集＞を操

作します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

各列の見出しをク䝸䝑クすると、その変数値に応じて並

び替えができます 

䝉䝹を䝎䝤䝹ク䝸䝑クすると、変数値を入力できます 
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   ช書ร数の一ལは、Excel や SPSS 形式にエクスポートができます。エクスポート機能を使う

ことで、SPSS や Stata のような統計ソフトにデータを移行し、統計෾析を行うことができます。  
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コードのළౕをร਼にร׷する 

 特定のコードが各ช書に割り当てられているළ度を、ร数にร換することができます。コー

ド໌がร数໌、コードのළ度がร数値になります。໪的のコードを右クリックし、 ＜ช書ร数

にร換する＞を選択してみましょう。下図のྭでは、コード｢ポジティブ｣をช書ร数にร換し

ています。  

 

  

イ䞁タビュ䞊「ジ䝵ア䞁ナ」では 3セ
グメ䞁トあります 

 

“0qは「ポジティブ」が割り当てられてい
ないことを意味します 
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෾ੵにおけるชॽร਼ 

ྖ的データと質的データは、༹々な形で結合できます。最も簡単な๏๑は、ช書ร数の値を

基準にして＜コーディング・クエリ＞を༽いることです。この操作によって、社会統計的特徴

の比較ができます（｢50 歳以上の独身のグループが X をどう語っているか｣や、「パートナーの

いるグループはどう発言しているか」など）。＜混合研究๑＞タブの＜ช書ร数によりアクテ

ィブ化する＞から実行できます。 

ダイアログボックスの左のཟでร数を選び（下図のྭでは「年ྺ」）、横の໾印をクリック

し、適༽するร数値を右のཟで定めます(ྭでは“＞（大なり）20”)。＜アクティブ化する＞をク

リックすると࿨ཀྵ条件が適༽され、21 歳以上の対象者がช書システム中でアクティブ化されま

す。 
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おわりに 

ຌガイドでは、MAXQDA の主な特徴をご紹介しました。MAXQDA には、他にも下記のような

༹々な機能や使い๏があります。このガイドが、皆༹のおༀにཱིてることを願っています。 

� ช献レビューの作成 

� 音声・動画ファイルのช字起こし 

� Twitter や YouTube データのインポートと෾析 

� フォーカスグループの෾析 

� データの視覚化 

� MAXDictio を༽いたྖ的テキスト෾析 

� レポートや記述統計නの生成 

ウェブサイト www.maxqda.com では MAXQDA の下記のような数々の情ๅを閲ལできます。 

� ໃྋのオンラインセミナー 

� オンラインマニュアル 

� ビデオチュートリアル 

� 開催༩定のワークショップ 

� MAXQDA トレーナーのデータベース 

� 研究ブログ、ユーザフォーラム など 
 

http://www.maxqda.com/
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MQIC – MAXQDA International Conference  

 ドイツのベルリンでຘ年開催される MAXQDA International Conference には、世界各国のユ

ーザが参加します。このカンファレンスでは、MAXQDA や混合研究๑に関する充実したプログ

ラムが組まれます。世界のユーザや MAXQDA 開発チームと交ླྀする、またとない機会となって

おります。是非ご参加をご検討ください。詳細は以下のページをごལください。 

www.mqic-berlin.com 

http://conference.maxqda.com/
http://www.mqic-berlin.com/
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